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はじめに



01 道の駅歓遊舎ひこさん周辺再整備ビジョンとは

（対象施設）

・道の駅歓遊舎ひこさん（こどもわくわくパーク含む）
・フォレストアドベンチャー・添田
・クアハウスハピネス
・野田河川公園

※福岡県日田彦山線沿線地域振興計画における位置づけ
「福岡県日田彦山線沿線地域振興計画」では、周辺域内の人口確保、域外から人（観光客、移住者）を呼び込むための
魅力ある地域づくり、また地域が潤う産業振興のための施策として、「地域の魅力を活かした地域振興・観光振興」・
「地域資源を活かした産業振興」・「住みたい地域の魅力づくり」という３つの戦略を掲げている。
歓遊舎周辺エリアの再整備は、「地域の魅力を活かした地域振興・観光振興」にかかる重点プロジェクトに位置付けら
れている。

（地域の魅力を活かした地域振興・観光振興 重点プロジェクト）
○ 共通の資源である水を活用した地域振興・観光振興
○ 英彦山を核とした新たな観光周遊・回遊の促進
○ 日田彦山線沿線の美しい景観を活かした観光振興
○ 人が集まる拠点づくり
○ 災害の記憶を後世へ繋ぐ

道の駅歓遊舎ひこさん周辺（以下、歓遊舎周辺という。）は、自然豊かな環境のなか、「道の駅歓遊舎ひこさん」 の
ほか、自然共生型アウトドアパーク 「フォレストアドベンチャー・添田」 や健康増進施設 「クアハウスハピネス」
と、様々な要素の施設が集約されたエリアです。
エリア内施設の一体的な利用による相乗効果や活性化を図り、福岡県日田彦山線沿線地域振興計画に基づく
【人が集まるにぎわい拠点】としての未来（＝エリアビジョン）を関係する皆さんと共に描きます。
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02 歓遊舎周辺エリアで描く未来
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03 ビジョンの策定の 基本姿勢 と プロセス

4

新たな取組

回遊性向上

運営体制

目指す将来像

人材育成/確保

施設機能更新

ブランディング

目指す将来像の共創/共有
外部視点や生活者視点に基づくフィールドワークやヒアリン
グ、関係者によるワークショップ等を通じてエリアの課題や
可能性を明らかにするとともに、エリアが目指す将来像を共
創/共有

将来像に向けた戦略の策定

関係者によるワークショップ等を通じて「目指す将来像」の
実現に向けた具体的なアイデアを導出し、戦略（案）を策定

将来像に向けた活動計画の検討

「目指す将来像」をもとにブランドコンセプトを固め、デザ
インやブランディング戦略を策定するとともに、将来像に向
けた取り組みの実施体制やロードマップについて検討

【 STEP 1 】 （2023/8 ～ 2023/11）

【 STEP 2 】 （2023/11 ～ 2024/1）

【 STEP 3 】 （2024/1 ～ 2024/3）

（ビジョン策定のフレーム）
※「７つの視点」 相互の関係性を踏まえながら議論、策定。

■ 基本姿勢 : 『 みんなでまちづくり 』 を実践する。
エリア内外の関係者が一緒に知恵を出し合って、魅力溢れるエリアづくりに取り組みます。

■ プロセス : 企業経営における価値向上の手法を活用する。
歓遊舎周辺エリアをひとつの事業体と捉えて、ビジョンの策定や具体的な実現策の検討、実行をおこないます。



歓遊舎周辺エリアの現況分析



04 歓遊舎周辺エリアの位置づけ
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■ 添田町第6次総合計画（右:土地利用構想図を抜粋掲載)

〈 広域交流連携軸上の拠点 〉
広域交流連携軸において、北九州、福岡、田川、日田方面と
のアクセス強化による広域観光ネットワークの充実と当エリ
アの再整備によって、 観光交流客の誘客を図る。

〈 にぎわい拠点 〉
添田駅周辺、彦山駅周辺とともに、町の産業活性化を担う拠
点と位置づけ、にぎわい創出に向けたマーケティング調査等
を踏まえて既存施設の再整備、新たな商品・サービスづくり
を進める。

〈 ３つのゾーンをつなぐ立地 〉
日常生活機能集積ゾーンと英彦山を中心とした観光交流ゾー
ン、山村集落形成ゾーンという３つのゾーンをつなぐ立地（≒
モノや情報の集積に適した拠点）。

■ 福岡県日田彦山線沿線地域振興計画
〈 人が集まる拠点 〉
• BRTが運行する沿線において、人が集まる拠点を整備する
ことで、新しい人の流れを創る。
• BRTだけでなく､観光バスや自家用車等で地域に来訪する者
の視点も踏まえ､利用しやすくさまざまな世代､ライフスタ
イルを惹きつけるものとする。
•人の流れを生み、周遊性、回遊性を高める。



●エリア内に季節感ある植樹

●屋内外一体化した導線設計

●広域サインの展開（町外からの勧誘）

●防災拠点としての可能性

●データマーケティング実装

●人材をエリア内でシェア

●回遊促進アプリの常時運用

●エリア・コミュニティづくり

●キッチンカー等のシェア展開

●地産地消拠点になる

●６次化拠点になる ●エリア内連携サービスの整備
●エネルギーの交流拠点になる

●添田観光ﾊﾟｰｸ&ﾗｲﾄﾞ拠点化

●町のWell-being拠点になる

●町のビジターセンターになる ●町全体キャンプ場＆フロント

●町有バス等活用で交流促進

●クアハウスの利用者増

●林業との連携強化

●ウォーキング＆チャリ拠点化

●BRT利用者の取り込み

●野田河川公園のコンテンツ化

●売れ残り商品活用の仕組み化

●SDGsを学ぶコンテンツ開発

●エリア発着ツアーの開発

●彦山川のコンテンツ化

●自然を楽しむコンテンツ開発

●旧･日田彦山線のコンテンツ化

●レストラン機能の抜本強化

●共通利用ポイント等の導入

●滞留拠点との連携強化

●子育て世代コンテンツの提供

05 歓遊舎周辺エリアの課題や可能性

外部や生活者の視点に基づくフィールドワークやヒアリング、関係者によるワークショップ等を通じて明らかになっ
たエリアの課題や可能性を踏まえて、新たな取り組みのアイデアを導出しました（下記）。

※青枠は課題解決アイデアのキーワード、橙枠は可能性実現アイデアのキーワード

6

●物産館の外装や看板の見直し

●物産館軒下をフードコート化



歓遊舎周辺エリアの目指す将来像



06 基本的な考え方

7

にぎわい と 交流
他施設/拠点との連携

にぎわい と 交流
町のビジターセンターとして

にぎわい と 交流
「食」 の充実

■英彦山エリアの施設等では飲食や買い物
をする施設を尋ねられることが少なくない

■他施設/拠点と有機的に連携すると同時に、
一部什器を統一する等、見られ方の一体化

■他施設/拠点と相互に効果的なサイン展開
やPRを行う

■繁忙期（若しくは時間）に、物産館の軒
下や屋内をフードコート化する

■エリア内に飲食スペースを分散配置して、
属性やニーズに合わせて利用してもらう

■キッチンカーが展開しやすいよう、水回
りや電源を整備する

■当エリアのブランディングを行い、魅力
を磨くと同時にしっかり伝える

■来訪者が最初に立ち寄る場所として整備
■エリア内に観光案内＆地域オリジナル商

品販売拠点を整備
■アクティビティ受付機能などを整備

◎オウンドメディア化（情報の発信）◎地域の価値向上/課題解決に貢献 ◎食による観光の強化

〈人が集まるにぎわい拠点〉 のために

遊び と 学び
子育て世代コンテンツの提供

健康 と 交流
Well-being拠点に

自然 と 体験
自然を楽しむコンテンツ開発

■こどもわくわくパークを中心に施設間連
携を促進し、小さな子供向けプレイパーク
（水遊び、泥遊び・穴掘り、砂遊びなど自
然あそびができる場所）を展開

■新しい価値観やライフスタイルにあわせ
た施設整備やコンテンツ開発を行う

■「水」や「森林」をテーマとした体験コ
ンテンツを開発

■地域の水やお菓子を組合わせたピクニッ
クセットをキット化して販売＆レンタル

■ピクニックやキャンプスポットと連携し
て現地への誘導・斡旋の促進

■地域特産品を軸にした好循環を生み出し、
多様な働き方ができる雇用の創出など、活
躍の場を提供

■買物や運動を通じて（スタッフや他の利
用者と）会話しやすい環境を整えるなど、
“構えない”メンタルヘルス拠点を目指す

◎生活者目線の徹底 ◎多様性と人材の育成/確保◎豊かな自然との連動



07 歓遊舎周辺エリアのロゴタイポ、ロゴマーク
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08 歓遊舎周辺エリアのゾーニングイメージ
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09 ３つのコンセプト「ヒト」･「モノ」･「情報」
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10 見られ方のコントロール (1) ー ツールやサインの制作・展開 ー
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10 見られ方のコントロール (2) ー アナログとデジタルの融合 ー

12



将来像を実現するための取り組み



11 “将来像を実現するアイデア” の選択
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⑦ 英彦山0合目 秘密基地計画 B（家族の川遊び）

④ 英彦山0合目 秘密基地計画 A（プレイパーク）

⑤ 自然×健康×教育プログラム開発プロジェクト

⑥ クアハウスハピネスの機能更新プロジェクト

歓遊舎周辺エリア内外の関係者によるワークショップにおける議論をもとに、将来像に向けた12の戦略案を導出しま
した。 引き続き、関係者による議論や小さなアクションを通じて具体策を企画・展開し、実現を目指します。

① 歓遊舎 ビジターセンタープロジェクト

② 歓遊舎 フードコートプロジェクト

③ 歓遊舎 地産地消拠点プロジェクト

（各施設の機能更新、連携促進。導線確保）

⑪ 森をつたえるプロジェクト

⑩ 添田アドベンチャートラベルプロジェクト

⑫ 楽しい移動のデザインプロジェクト

（町内の施設/団体との連携） ※具体策は連携先と共創し、展開

⑧ 英彦山0合目 自治会プロジェクト
（エリア自治会結成） / つながるサイン展開
つながるコンテンツ開発 / デジタルマーケティング

（エリア全体の機能更新、連携促進）

⑨ 広域マーケティングプロジェクト



12 将来像を実現する体制づくり

14

本ビジョン策定に参画・協力した関係者を中心に “ゆるやか” だが “しっかり” つながるコミュニティ（＝英彦山0合目
自治会(仮) ）を形成し、知恵を出し合い行動し続ける『 みんなでエリア（まち）づくり 』の コア（主体）とします。

課題/可能性
の把握

小さなアクション
を実験的に展開

新たな取り組み
の展開

新たな取り組み
の共創/共有

担い手人材
の育成/確保

Shared
Value

目指す将来像

仮説検証

❶ コミュニティの運営（定期会議、SNS 等）
・各施設の課題や可能性の共有
・新たな取り組みの共創
・将来像に向けた戦略のPDCA

➋ エリア・ブランディングの展開
・コミュニケーションツール等の制作
・WEBサイトやSNSの運営/管理

❸ 英彦山0合目自治会プロジェクトの展開
（サイン、コンテンツ、デジタルマーケティング 等）

❹ 町内の施設/団体との連携
※広域連携プロジェクト（4件）の窓口

コミュニティ活動のイメージ

※関係施設のスタッフが担うことは難しい。ビ
ジターセンタープロジェクトやデジタル＆広
域マーケティングプロジェクトの担い手も必
要であることから、地域おこし協力隊制度な
どの活用により、常駐スタッフを確保したい
ところ。

コミュニティ事務局

ｺﾐｭﾆﾃｨ

ｺﾐｭﾆﾃｨ

ｺﾐｭﾆﾃｨ各主体

ｺﾐｭﾆﾃｨ各主体



13 将来像に向けたロードマップ
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※ロードマップは、コミュニティにおいてPDCAを回しつつアジャイルに策定、推進します（下記は「たたき台」）。



〈 参考 〉 将来像に向けた12の戦略・展開イメージ



【A】道の駅歓遊舎ひこさんの機能更新アイデア (1) ① ビジターセンター

16



【A】道の駅歓遊舎ひこさんの機能更新アイデア (2)
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② フードコート / ③ 地産地消拠点



【B】こどもわくわくパークの機能更新アイデア

18

④ 英彦山0合目秘密基地計画 A



【C】フォレストアドベンチャー・添田の機能更新アイデア

19

⑤ 自然×健康×教育プログラム開発



【D】クアハウスハピネスの機能更新アイデア

20

⑥ クアハウスハピネスの機能更新



【E】野田河川公園の機能更新アイデア

21

⑦ 英彦山0合目秘密基地計画 B



【F】英彦山０合目自治会プロジェクト案 (1)
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⑧-1 つながるサイン展開



【F】英彦山０合目自治会プロジェクト案 (2)
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⑧-2 つなぐコンテンツ開発



【F】英彦山０合目自治会プロジェクト案 (3)

24

□ 観光アプリ等の導入/常時運用

WEBアプリ

WEBアプリであれば、利用者が自身のスマ
ホにアプリをダウンロードする必要がない
ため利用ハードルが低い。
既に多くの自治体や観光事業者などが導入
しており、観光案内はもとよりアンケート
やスタンプラリー、クーポン発行等の機能
も充実。

データの連携、解析

POSレジのデータや位置情報など、他の
データとの連携やクロス分析を行うことで、
より詳しい属性や、観光客の旅マエから旅
アトまでの行動を把握することができる。

データの利活用によって、新たな取り組み
等の効果検証なども可能に。

広域連携 × デジタルマーケティング

 QRコード読み取り式のスタンプラリー等の実施による、回遊性向上
 電子マップによるスポットやコースの案内による高鮮度情報の提供
 まち全体にスポットを点在させる分散型観光（イベント）の実施

また、町民や町外の添田ファンによる利用を通じて、地産地消や移動、健康
等にかかる課題解決につながる可能性も。

□ データ＆広域マーケティング

⑧-3 デジタルマーケティング


